
会 議 録 

会議名 令和６年度第２回東浦町障がい者自立支援協議会 

開催日時 令和７年２月 25日（火） 

 午前 10時から午前 11時 50分まで 

開催場所 東浦町役場 合同委員会室 

出席者 委員 成田里佳氏、髙見靖雄氏、山﨑紀恵子氏、小野嘉久氏、

寺倉正恵氏、小田薫氏、榊原和浩氏、山崎千佳氏、鋤

田素羽氏、加藤恵氏、増岡あゆみ氏、横尾勝己氏、鈴

木昭宏氏、中島修一氏 

事務局 鈴木健康福祉部長、岩本学校教育課統括課長補佐、堀

社会福祉協議会介護事業係長、小田障がい支援課長、

笹俣障がい支援課長補佐兼障がい支援係長、障がい支

援課丸山主査、三浦健康課長 

ひがしうら相談支援センター 辻センター長、間瀬相

談支援専門員、高津相談支援専門員、神谷相談支援専

門員 

議題 １ 令和６年度各部会等の取り組みについて 

２ 来年度の取り組みについて 

３ その他 

傍聴者の数 １名 

審議内容 ◆事務局 

今回、委員 20名のうち過半数の方が出席していることから、東

浦町障がい者自立支援協議会会則第５条第２項に基づき、自立支

援協議会を開催する。 

 

１ あいさつ 

◆健康福祉部長 

（あいさつ） 

 

２ 議題 

（１）令和６年度各部会等の取り組みについて 

（２）来年度の取り組みについて 

 

◆事務局 

 各専門部会の今年度の取り組みと、来年度の取り組みについて

説明 

 

●精神障がい地域生活ワーキング 

・「精神障がい地域生活ガイドブック自分らしく」の更新 

・精神保健に関する相談支援の体制整備のため、相談窓口の一覧

表の作成と配布 

・愛知県精神保健福祉センターによる市町村課題対応サポート事



業事例検討会を実施 

・長期入院をしている方で地域意移行を希望している方への地域

移行、定着支援の実施と地域課題の抽出が今後必要 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 地域移行者の体験的宿泊の利用状況は。 

◇委員 

 日中支援型のグループホームを利用して実施した。町内にはな

いので、町外の施設での実施となった。 

◇委員 

 町内には同様の施設が出来る予定はあるか。 

◇委員 

 検討はしているが、難しい状況である。 

 

 

●地域生活支援拠点ワーキング 

・「ハイリスク世帯把握表」の更新 

・「地域生活支援拠点マニュアル」の更新 

・地域生活支援拠点の評価を実施 

・事業所で実施した体験宿泊の評価と考察が今後必要 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 体験宿泊を４名実施し、今後も継続していくが、慣れていない

場所での利用の場合はどうなるのかが不安である。 

◇委員 

 利用に関しての周知をもう少ししてほしい。説明文などもある

と良いと思う。 

◇委員 

 グループホームにいる人はハイリスク世帯表に含まれているの

か。 

◆事務局 

 含まれていない。 

 

 

●権利擁護・虐待防止ワーキング 

・虐待防止に関する取り組みの一覧表を作成し、町内各事業所の

状況を確認し、事例についての協議をした。 

・事業所向けの権利擁護、虐待防止研修会を本年度も開催 

 

 

●働く場所開拓ワーキング 

・摘果ぶどうを使用したビール作りのため、おとうふ工房いしか

わからの作業を各事業所で実施した。 



・産業まつりにおいて、摘果ぶどうを使用した商品を販売 

・来年度は、ナスの残渣処理やカリモリのマルチはがし等を実施

していく予定 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 摘果ぶどうの量も多く、産業まつりでも商品の評判はとても良

かった。夏場の作業は暑さ対策を検討しながら、継続していきた

い。 

 

 

●防災ワーキング 

・個別避難計画の作成 

・令和６年 11月 17日（日）東浦総合防災訓練の実施 

・上記の避難訓練に合わせてグループホームの避難訓練も実施 

・医療的ケア児の個別避難計画の作成を今後優先していきたい。 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 実際にやってみることにより、課題が見えてきたのはよかった。

来年度の違う地区での実施に役立てていきたい。 

◇委員 

 福祉用具が必要な人についての個別の支援はあるか。 

◆事務局 

 個別避難計画は作成しているが、福祉用具に特化したものはな

い。 

 

 

●特別支援学校との連絡調整会議 

・特別支援学校在校生の進路状況と実習状況、卒業生の支援状況

等の把握 

・町内各事業所の新規利用の受け入れ状況の把握 

・就労選択支援サービスについての勉強会を検討 

 

 

●相談支援事業所連絡会 

・相談支援専門員のスキルアップのための事例検討や研修の実施 

・児童のセルフプランを解消した。 

・緒川小学校、放課後等デイサービス及び相談支援事業所との学

校連絡会を実施 

・来年度も引き続き事例検討会を実施し、スキルアップを図って

いく予定 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 他市町でも、基幹相談の入れ替えが起きている。圏域単位で相



談の体制は検討していく必要もあるかと考える。 

 

 

●こどもワーキング 

・「東浦町放課後等デイサービスガイドブック」の更新 

・にこにこファイルの活用方法について検討、周知 

・医療的ケア児のカンファレンスに参加 

・ペアレントプログラムへの参加 

 （質疑応答・意見等） 

◇委員 

 ペアレントプログラムを実施することにより、保護者同同士の

距離も縮まり、いろいろな情報を共有できるようになった。今後

も継続して欲しい。 

 

 

●人材育成研修とひがしうら作品展 

・令和６年 12月３日（火）に共和病院「積極的行動支援チーム」

による人材育成研修を実施し、79名の参加があった。 

・令和６年 12月３日（火）～同月８日（日）にひがしうら作品展

を福祉センターで実施し、多数の来場者に来ていただいた。 

 

 

（質疑応答・意見等） 

 なし 

 

３ その他 

  来年度の開催スケジュールについて、大枠を説明。詳細は今

後通知することとした。 

 

◆事務局 

 次回の協議会は、令和７年５月に開催予定 

 

（閉会） 

 


